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1481年に立ち上げられ、6世紀にわたってエルミタージュのワインを造り続けているこのドメー

ヌはモーヴの町に居を構えています。16代目現当主であるジャン ルイ シャヴ氏は温厚で真面

目な性格で、畑での仕事を第一に考えています。所々に設置してある電灯の下に行かないとテ

イスティングコメントも書けないほどの漆黒と静寂に包まれた地下蔵から屈指のワインが生まれま

す。

エルミタージュに使われる葡萄の畑は合計28haで赤白共にいくつかの区画に分かれていま

す。それぞれ土壌に違いがあり、ワインに与える要素も様々なので別々に醸造されます。畑は

ローヌ特有の急勾配な斜面にあり、様々な土壌の畑にマルサンヌ種、ルーサンヌ種、シラー種、

グルナッシュ種が植えられています。収穫する時期は周辺の生産者と比べて遅く、葡萄が充分

に熟すまで待ち、収量もかなり抑えて凝縮した葡萄のみ収穫します。白は8割は樽で残りはステ

ンレスタンク、赤は樽のみで醸造され、18～24ヵ月間熟成されます。「エルミタージュはアサンブ

ラージュのワインである」というジャン ルイ氏の信念に基づき、区画ごとに醸造されたワインは試

飲が繰り返し行われ、最後に神業の如きアサンブラージュによって仕上げられます。
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エルミタージュ
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小石土壌のメアルの畑

開墾中のサン ジョゼフの畑

ペレア区画のマルサンヌの古木

シラー種100%。樹齢は5～100年以上。花崗岩土壌でス

トラクチャーを表現する「Baschasson（バシャソン）」、柔

らかくきめ細かい粘土質で凝縮感を出す「Dardouille

（ダルデュイユ）」、そして将来単独で瓶詰するであろ

う、沖積土でミネラルと深みを表す「Clos Florentin（クロ

フロランタン）」などの区画をアサンブラージュして造ら

れます。シラー特有のがっちりとしたタンニンがあり、果

実味もたっぷりしていて飲み応えがあります。

マルサンヌ種80%、ルーサンヌ種20%。古いものでは樹
齢100年を超え、砂質と粘土質土壌で繊細さを与える
「Péléat（ペレア）」、石灰質の多い土壌で酸味やアル
コールを与える、このワインの基本である「Rocoule（ロ
クール）」、小砂利や赤土、白土土壌で肉厚さとオイ
リーさを与える「Hermite（エルミット）」、ルースという埃
のように細かい土と鉄分の多い粘土土壌でハツラツとし
た酸を与える「Maison Blanche（メゾン ブランシュ）」、小
石だらけの土壌でパワーとミネラルを与える「Méal（メア
ル）」の5区画の葡萄をアサンブラージュします。アカシ
アの花のような華やかな香り、酸味がしっかりしていま
すが口当たりはとても柔らかく、オイリーで味わいがとて
も奥深いワインです。

シラー種100%。樹齢は古いもので80年にもなります。砂
質と粘土質土壌で輪郭を与える「Péléat（ペレア）」、プ
ダングという礫岩土壌で酸と繊細さを与える「Beaume
（ボーム）」、小砂利、赤土、白土土壌でタンニンとスパ
イシーさを与える「Hermite（エルミット）」、小石土壌で
凝縮感を与える「Méal（メアル）」、木目の細かい花崗岩
土壌でパワーを与える「Bessards（ベサール）」、ミネラ
ルを与える別区画の「Bessards（ベサール）」など、6～7
区画の葡萄をアサンブラージュし、それぞれのテロワー
ルの特徴を損なわずに仕上げています。とても綺麗な
酸があり、果実味とタンニンのバランスも取れていてス
パイシーながら複雑味も感じられます。10年以上熟成
させると真価を発揮します。



ジャン　ルイ　シャヴ　セレクション

J.L CHAVE SELECTION

エルミタージュ　ルージュ　ファルコネ

● HERMITAGE ROUGE  Farconnet

クローズ　エルミタージュ　ルージュ　シレーヌ

● CROZES-HERMITAGE ROUGE  Silène

サン　ジョゼフ  オフリュス

● SAINT-JOSEPH　Offerus

シラー種100%。シレーヌとはギリシャ神話の酒の神「バッカス」の養父の名前が由来。葡萄の

樹齢は5～25年でエルミタージュの丘の斜面にある「Larnage（ラルナージュ）」と「Gervans

（ジュルヴァン）」の区画などに畑があります。しなやかでとろけるような果実旨味でシラーの柔

らかい風味が特徴です。

シラー種100%。葡萄の樹齢は古いもので80年の花崗岩土壌で、エルミタージュの丘の南側

にある「Mauves（モーヴ）」と「Tournon（トゥルノン）」の区画はタンニン、スパイス、パワーを与

え、ストラクチャーや深みを生み出し、丘の北側にある「Serrières（セリエール）」の区画はエレ

ガントさ、ピュアさ、透明感、凝縮感を与えています。テロワールの要素が良く出ていてバラン

スが良く、白胡椒やハーブの香り、繊細で酸味が豊か、華やかで飲みやすい仕上がりになっ

ていますが、シャヴ氏は一般受けするような味わいにするのではなく、品種やテロワールの特

徴を表現することを重視し、シラー種の青い野菜のような風味を大切にした造りを目指してい

ます。リリース当初は100%他の生産者の葡萄を使っていましたが、現在は60%以上ドメーヌの

葡萄を使用しています。

ジャン ルイ シャヴ氏の「ドメーヌでは偉大なワインを、ネゴシアンではおいしいワインを」という

想いに基づきながら、ドメーヌワインと同じように造られています。葡萄を買ったり、ドメーヌで使

わなかったワインを使ったりと、テロワールを活かしながらもリーズナブルで飲みやすいワイン

を目指しています。

シラー種100%。名前の由来は昔の親戚の名前。樹齢10～60年でエルミタージュの丘の麓に

ある、小石が多い粘土質土壌の「Diognières（ディオグニエール）」はスパイシーさを、砂と石

灰質が多い粘土質土壌の「Pé leat（ペレア）」は繊細さを、円石土壌の「Greffieux（グレ

フュー）」はフレッシュさをそれぞれ表現する。白胡椒の香り、フルーティでドメーヌ物より早い

うちから飲める造りになっていますが、複雑さと凝縮さもしっかりあります。



コート　デュ　ローヌ　　モン　クール

● CÔTES DU RHÔNE  Mon Cœur

エルミタージュ　ブラン　ブランシュ

● HERMITAGE BLANC  Blanche

サン　ジョゼフ  シルカ

● SAINT-JOSEPH　Circa
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ルーサンヌ種100%。以前に使用していた「Céleste」というキュヴェ名が他社商標登録のため

2013年物より変更され「Circa」に。樹齢5～60年で畑は花崗岩土壌の「Mauves（モーヴ）」の

区画に位置します。エルミタージュの白との味わいの違いは、エルミタージュが粘土質土壌

で優しく柔らかいのに対し、サン ジョゼフは花崗岩土壌がハツラツさとミネラルを表現します。

ビワやカラメルの香り、エキゾチックな甘旨味が美味しいワインです。現在は100％自社葡萄

で造られています。

シラー種50%、グルナッシュ種50%。樹齢は20～60年で沖積土壌でパワーとエレガントさを表

現する「Visan（ヴィザン）」、深い砂粘土質土壌で果実風味豊かなメリハリを与えるビュイソン

「Buisson（ビュイソン）」、石灰質の非常に多い粘土石灰質土壌で冷涼な気候がピュアさと凝

縮感を与える「Vinsobres（ヴァンゾブル）」、粘土質土壌に樹齢の古いグルナッシュが植えら

れており、リッチでグリセリン豊富、ストラクチャー、奥行きを与え、モンクールのハーモニーを

まとめる「Estézargues（エステザルグ）」など、数区画の畑をアサンブラージュし造られます。そ

の中には本来ならば格上のコート デュ ローヌ ヴィラージュを名乗れる区画もありますが、敢

えて格下げしています。胡椒のようなスパイシーな香り、シラーの力強さとグルッナシュの果

実味がバランスよく、柔らかな口当たりで飲みやすく仕上がっており、コート デュ ローヌのレ

ベルをはるかに凌駕するほどの美味しさです。

マルサンヌ種100%。樹齢50～60年で鉄分豊富な粘土とシロッコと呼ばれる地中海方面からく

る風によって運ばれてきた細かいルース（黄土）土壌の「Maison Blanche（メゾン ブランシュ）」

の区画の畑主体です。蜂蜜やメープルシロップ、アカシアの花の華やかなアロマ、エレガント

なオイリーさで早いうちから楽しむことが出来ます。


